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 ●取扱説明書本⽂中に出てくる重要危険部分は、製品を使⽤する前に注意深く 
お読みいただき、⼗分理解してください。 

  ●本製品ご購⼊の際には、販売店より安全のための使⽤⽅法についての説明を 
お受けください。 

  ●取扱説明書はいつでもごらんになれるよう、品質保証書とともに⼤切に保管 
してください。 

●安全性維持のため、本紙定期点検表に従い年次点検をお受けください。(有料) 
●本製品の保守には必ずメーカー純正品をご使⽤ください。 

 

  
《販売店様へ》 
本製品納品の際には納品前点検を⾏い、お客様から商品受領書をお受け取り後、メーカー控えを専⽤封筒にてご返送願います。 
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《重要なお知らせ》                   
1) 性能・耐久性向上及びその他仕様変更による部品等の変更で、お⼿元の製品仕様と本書の内容が、

⼀部⼀致しない場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

2) 本書の内容の⼀部、または全部を無断で複写複製（コピー）することは、法律で定められた場合を

除き、著作権の侵害となりますので、予めご注意ください。 

3) 本書では説明部位が具体的に理解できる様、写真・イラストを⽤いておりますが、説明部位以外は

省略されて表⽰されている場合があります。 

4) 本書は⽇本語を⺟国語としない⽅へのご使⽤を対象としておりません。 

 

《保証・契約書・免責事項》               
1) 本書とは別に本製品には品質保証書が添付されています。必ず品質保証書裏⾯の保証規約を熟読頂

き、内容を理解しておいてください。 

2) 本製品の保証期間は、新品購⼊から１ヶ年、または累計５０時間使⽤（請負業務⽤については６ヶ

⽉間、もしくは累計５０時間使⽤）のうち、どちらか早い時点で到達した⽅となっています。 

3) 全ての注意事項を予測する事は不可能です。製品を使⽤する際には作業者側も安全への配慮が必要

です。 

4) 本書を読んでも判らない場合には勝⼿な操作はせず、必ず製品お買い上げの販売店（以降販売店）

までご相談ください。 

5) 製品を安全に効率よくご使⽤続けて頂く為には定期的な点検・整備が不可⽋です。「定期点検表」

及び「年次点検表」に記載の定期的な点検・整備を必ず最低毎年⼀回は販売店で依頼しましょう。

（有料）これらの点検・整備を⾏わなかった事及び仕様を超えた使⽤・改造等本書に従わなかった

事に起因する故障・事故に関しては保証の対象外となります。 

6) この製品の補修⽤部品の供給年限(期間)は、製造打ち切り後９年と致します。但し、供給年限内で

あっても、特殊部品につきましては納期等についてご相談させていただく場合もあります。 

7) ご不明な点及びサービス等に関するご質問は、販売店までご相談ください。その際は下記の箇所を参

考に『商品型式と製造番号・搭載エンジンの型式名(エンジン本体に刻印または貼付されていま

す。)』を確認し、併せてご連絡ください。 

 

 

ロータリーモア(乗⽤型) 

RMＫ180・180X 

HM○○○○○○ 

（株）オーレック 
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1.5 点検・整備                             

◎品質及び性能維持のためには定期点検が不可⽋です。 
始業前点検・⽉次点検は所有者ご⾃⾝で、年次点検は販売店(有料)へご依頼ください。 

〈定期点検を怠ったことによる事故・故障については責任を負いかねますのでご注意ください。〉 

  

 

下記に記載の内容を守らないと⽕傷や傷害事故、機械故障の原因となります。 

1) ご使⽤前後に、⽇常の点検、整備を⾏う他、定期的に点検、整備を⾏って常に製品を安全で快適

な状態に保つようにしてください。 

2) 点検、調整、整備はエンジンを停⽌し、マフラ部やその他ミッションケースの過熱部位が完全に

冷えてから⽪⼿袋などの丈夫な⼿袋や保護メガネを着⽤し、適正な⼯具を正しく使⽤して⾏って

ください。 

3) 点検、調整、整備は地⾯が平坦で硬く、広くて明るい場所で実施し、常に機体のバランスに留意

し、転倒させない様に⼗分注意してください。 

4) 本機を吊り上げて点検する場合には、必ず落下防⽌を⾏ってください。 

5) 作業部（ナイフ･⽖）や⾛⾏部（タイヤ･クローラー）の交換や着脱を⾏った場合は、指定の場所

に確実に装着されているか、しっかりと締め付けしているか確認してください。 

6) 作業部（ナイフ･⽖）や⾛⾏部（タイヤ･クローラー）を新品に交換する際には安全のため取付け

ボルト類も⼀緒に新品と交換してください。 

7) ベルトやナイフ部の安全カバー、及び⾶散防⽌⽤のカバーの破損は危険です。作業中に異常を感

じた箇所はそのままにせず、必ず作業を中断して点検、また作業終了後に再度点検し、必要な修

理をしておいてください。 

8) 取外したカバー類は、必ず元の位置に正しく取り付けてください。 

9) 指定外のアタッチメント取り付けや、改造は絶対にしないでください。 

10) 燃料ホースは古くなると、燃料漏れの原因となり危険です。３年毎、または傷んだ時には締め付

けバンドとともに新品と交換してください。 

 

 

 

下記に記載の内容を守らないと機械故障の原因となります。 

1) 本機を洗⾞する場合は、エンジン部（電装部、エアクリーナ付近、燃料キャップなど）及び警告

ラベル貼付け箇所に⽔をかけないでください。 

2) クラッチ類、スロットル、ギアチェンジ等の点検、調整は⼗分に⾏ってください。 

3) シートをかける場合には⽕傷や⽕災を防ぐため、エンジンの停⽌後「約 5 分以上」待って、マフ

ラやエンジン本体の冷却状態を⼗分確認した上で⾏ってください。 
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4. 運転･作業のしかた                     

 

 

※「1. ご使⽤の前に」を運転する前に、必ずお読みください。 
  特に、「1.1 作業条件」「1.2 作業をする前に」「1.3 作業中は」をよく読み、理解したうえで 

  運転・作業を⾏ってください。 

4.1 エンジンの始動・停⽌のしかた                   

4.1.1 エンジン始動のしかた 

 
エンジン始動時には、各レバーの位置と周囲の安全を⼗分に確認してください。締め切った室内で

エンジンを始動及び暖機運転をしないでください。閉め切った室内でエンジンを始動すると有害な

排気ガスで空気が汚染され、ガス中毒をおこす恐れがあります。ガソリンエンジンを搭載していま

すので、本製品の傍でのくわえタバコや焚⽕などは引⽕する恐れがあり、⼤変危険です。絶対に⾏

わないでください。 
 

参考︔ 
1）必ずシートに座って始動してください。 

2）必ず駐⾞ブレーキペダルは踏み込んで(ロックして)始動してください。ペダルが踏み込まれ状態に

ないと安全スイッチが働いてエンジンは始動しません。 

3）必ず刈⾼調整レバーは「移動」位置にしてください。「移動」位置以外では安全スイッチが働いて

エンジンは始動しません。 

安全のため、エンジン始動の際には以上３つの「必ず
．．

」を守ってください。各操作⽅法を⼗分に確

認の上、エンジンを始動させましょう。 

 

① 燃料コックを｢開(ＯＮ)｣位置にしてください。 

② シートに座ってください。 

 

 

 

 

③ 駐⾞ブレーキペダルを踏み込んでブレーキストッパを掛けて

ください。チェンジペダルまたは変速レバーが中⽴「Ｎ」位置

以外にある場合は中⽴「Ｎ」位置まで戻してください 

 

 

燃料コック  

開 

閉 

ブレーキストッパ 

駐⾞ブレーキペダル 

チェンジペダル 
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エンジンスイッチを「始動(START)」位置にする際は、セルモータに⼤電流が流れますので、５秒以

上の連続「始動(START)」は避けてください。 

５秒以内でエンジンが始動しない場合には、⼀旦キーを｢切(OFF)｣位置まで戻し１０秒以上休⽌して

から再度同じ操作を繰り返してください。 

エンジン回転中はエンジンスイッチを「始動(START)」位置にしないでください。セルモータ故障の

原因となります。エンジンが⼗分に暖機されている場合には、スロットルレバーを｢中速｣位置で始動

してください。(必ずしもチョーク「閉」位置にする必要はありません) 

参考︔ 
暖機運転を⾏うことにより、エンジン各部にオイルを⾏き渡らせ、エンジンの寿命を延ばします。 

4.1.2 エンジン停⽌のしかた 

① スロットルレバーを⼿前に引いて低速位置にしてください。 

② 低速位置にして 2〜3 秒後、キーを「切(OFF)」位置にしてエン

ジンを停⽌してください。 

③ キーをエンジンスイッチから抜いてください。 

④ 最後に燃料コックを「閉(OFF)」位置にしてください。 

 

4.2 ⾛⾏・変速・旋回・停⽌のしかた                  
 

 

安全作業や操作⽅法についての未熟練者(所有者以外の⼈)は使⽤しないでください。 

初めて⾛⾏する時は周囲の安全を確認し、製品の操作、特徴に慣れるまで周りに障害物のない平坦

な場所で且つ低速で練習を⼗分に⾏ってください。いきなり⾼速で⾛⾏すると、とっさの場合に操

作に⼾惑い危険です。 

4.2.1 ⾛⾏のしかた  

① エンジンを始動させてください。 

〈4.1.1 エンジン始動のしかた 参照〉 

② スロットルレバーを｢⾼速｣側へ倒し､エンジンの回転を上げて

ください。 

 

③ 駐⾞ブレーキペダルを深く踏み込みブレーキストッパを解除 

してください。 

 

④ 変速レバー(チェンジペダル)をゆっくりと前⽅に倒して(踏み

込んで)、本機を前進させてください。 

 

 

 

スロットルレバー 

解除 

ブレーキストッパ 

駐⾞ブレーキペダル 
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駐⾞ブレーキペダルを「ロック」したままチェンジペダル(変速レバー)の操作は絶対に⾏わないで

ください。ブレーキがかかった⾞輪を無理に駆動する事になり、ブレーキ、ミッションに過負荷が

かかり破損の原因につながります。 

 

参考︔ 
変速レバー(チェンジペダル)を倒す⾓度によって⾛⾏速度が無段階で変化します。チェンジペダルか

ら⾜を離すと、中⽴「N」位置に戻ります。安全のため低速でスタートしてください。 

4.2.2 停⽌(駐⾞)のしかた  

 

⾛⾏中に駐⾞ブレーキペダルを踏み込むと、急停⾞し変速レバー及びチェンジペダルは⼀気に中⽴

「Ｎ」位置まで戻りますが、通常の⾛⾏停⽌操作は、変速レバーまたはチェンジペダルで⾏う習慣

をつけてください。特に⾼速⾛⾏で駐⾞ブレーキペダルを踏み込んだり、チェンジペダルから⾜を

放したりすると、急停⽌による作業者への⾝体的ショック及び⾞体に過負荷を与える可能性があり

ます。 

①変速レバーまたはチェンジペダルで、変速レバー中⽴｢Ｎ｣位置に

戻して、本機を停⽌させてください。 

②スロットルレバーを「低速」側にしてエンジンの回転を落とし 

てください。 

③低速位置にして 2〜3 秒後、キーを「切(OFF)」位置にしてエン

ジンを停⽌してください。 

〈4.1.2 エンジン停⽌のしかた 参照〉 

④駐⾞ブレーキペダルを踏み込み、ブレーキストッパで「ロック」

し、駐⾞をしてください。  

 

 

本機は平坦(やむを得ず傾斜地に停⾞する場合には必ず⾞⽌めを充てる事)で、周辺に障害となる物

がない広い場所に駐⾞し、盗難防⽌のためにキーを抜いてください。 

 

参考︔ 
エンジンの停⽌は必ずエンジンスイッチで⾏ってください。駐⾞ブレーキを「ロック」し、刈⾼調整

レバーを「移動」位置にすればシートから⽴ち上がってもエンジンは停⽌しませんが、これ以外の位

置でシートから⽴ち上がると安全のためエンジンは停⽌します(パイロットランプは消灯せずエンジ

ンスイッチは「⼊(RUN)」の状態)。この場合、そのまま放置しておくとバッテリ上がりの原因とな

ります。必ず駐⾞ブレーキ及び刈⾼調整レバーは移動位置に戻し、キーは「切(OFF)」位置に戻して

おいてください。 

エンジン始動後は、駐⾞ブレーキペダル及び刈⾼調整レバーの位置に関係なくシートに座っていれば

エンジンは停⽌しません。  

スロットルレバー 
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② 注油はドレンプラグ(排油栓)を取り付けた後､ミッションケース

後部のミッションプラグを取り外し、ミッションオイル(♯９   

０)を１.０リットル⼊れてください。注油後は、オイル漏れの無

いようミッションプラグを確実に締めてください。ミッションプ

ラグの締め過ぎに注意してください。ガスケット(Ｏリング)が取

付⾯に接触してから更に３/４回転締め込んでください。 

 

5.1.2 エンジンオイルの点検・交換 
◎点検・補給…注油量を厳守ください。 

① 給油栓についているオイルゲージで、エンジンオイルの質・量

を毎⽇始業前に点検してください。 

〈3.1.エンジンオイルの点検 参照〉 

② 常にレベルゲージの上限までエンジンオイルを⼊れておいてく

ださい。 

〈使⽤するオイルの質･量:3.1 エンジンオイルの点検〉 

〈6.1 仕様 参照〉 

※ 最初の 5 時間、それ以降は５０時間(オイルフィルタ付)運転毎,

もしくはシーズン毎のいずれか早い時期を⽬安に交換してくださ

い。但し負荷の厳しい作業条件や⾼温環境下での連続作業では、

上記時間に達する前、早めのエンジンオイル(約２５時間毎)及び

オイルフィルタ(約５０時間毎)の交換をお奨めします。 

 

◎交換 

① オイルを受け取る適当な容器を⽤意し、給油栓を緩めた後エン

ジン左後部のドレンプラグ(排油栓)を、⼯具 M12(幅 17)を使っ

て外してください。(給油栓を緩めて⼤気圧をかけるとスムーズ

にオイルが排出出来ます) 

② オイルが抜き終わったら元の通りにドレンプラグをしっかりと

締め付け、給油栓を取り外してください。 

③ まず１リットルのオイルを給油し、約３０秒間低速で運転してください。エンジンを⼀旦停⽌し約

３０秒間待ってレベルゲージの「ＦＵＬＬ」位置までゆっくりとオイルを補給してください。 

〈エンジンオイル量︓6.1 仕様 参照〉 

④ エンジンオイル注油後オイルが滲み出ないよう、給油栓はしっかりと締め付けてください。 
 
 
 

エンジンオイルの不⾜や⼊れ過ぎはエンジン不具合の原因となります。不⾜の場合は補給し、⼊れ 

すぎた場合は抜いて、適正量を保ってください。 

ドレンプラグ 

給油栓 

オイルゲージ 
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参考︔ 
HST オイル交換の⽬安 

初回︓７０使⽤時間…以降︓年１回もしくは２００使⽤時間毎どちらか早いほう 

(⽬で⾒るＨＳＴオイルの判定⽅法) 

外  観 匂 い 状  態 対  策 
透明にして⾊彩変化が無い 良 良 そのまま使⽤する 

透明にして⼩さい⿊点がある 良 異物が混じっている ろ過してから使⽤する 
乳⽩⾊に変⾊している 良 ⽔分が混⼊している オイル交換する 
⿊⾊に変⾊している 悪臭 酸化、劣化している オイル交換する 

 

1) 製品出荷時にはＶＧ４６相当の耐摩耗性油圧作動油が注油されています。 

2) ＨＳＴオイルを交換する場合には、製品お買い上げの販売店までご相談ください。交換には特

殊な⼯具及び整備技術が必要です。(有料) 

HST 指定オイル 

 

 

◎交 換  

HST オイル交換の際は、HST タンク、HST 本体が⼗分に冷えてから作業を⾏ってください。 

エンジン停⽌直後は、⾼温になっており、やけどの危険があります。 

ＨＳＴオイルは油圧作動油とも呼ばれ、エンジンの回転を駆動に変える重要な役割を担っています。

他に潤滑、防錆、冷却等の作⽤もありますが、その管理が⾏き届かないと⾛⾏系のトラブル等故障

の原因となります。交換・補給には必ず指定の専⽤オイルを使⽤してください。 

 

① オイルを受け取る適当な容器を⽤意し、HST タンクキャップを緩 

めた後 HST 下側にあるオイルプラグ(対辺 22mm 六⾓頭)を外し 

てください。 

② オイルが抜き終わったら元の通りにオイルプラグをしっかりと締 

め付け、HST タンクキャップを取り外してください。 

③ オイル総量は約 500ml です。オイル交換と同時に HST タンク内 

にある⽔分吸着シートも交換してください。 

④ HST オイル注油後、HST タンクキャップをしっかりと締め付け 

てください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出光興産 三 菱 ENEOS 
(JXTG エ ネ ル ギ ー ) 

昭和シェル コスモ ENEOS 

摩耗性 

油圧作動油 

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾄﾞﾛ A 

VG46 

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ 

ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾙｰﾄﾞ 

ＥＰ４６ 

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾗﾝﾄﾞ 

４６ 

ﾃﾗｽｵｲﾙ 

Ｋ４６ 

ｺｽﾓﾊｲﾄﾞﾛ 

ＡＷ４６ 

モービル 

DTE25 

 

 
オイルプラグ 
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参考︔ 
1) ペーパエレメントの汚れがひどい場合には新品と交換するか、⽯鹸液で洗浄(ふり洗い)した後⽔

洗いし、よく乾かしてください。洗浄時、フォームエレメントを強く引っ張ったりもんだりしな

いでください。エレメントが破れます。 

2) ペーパエレメントを叩く時にはろ紙を傷付けないように注意してください。 

3) 乾燥させる時、熱⾵をあてるとペーパエレメントの接着部が痛むことがあります。低めの温⾵で

乾かすか、⾃然乾燥させてください。 

4) チリやホコリの多い作業環境での使⽤は頻繁(上記交換時間の半分を⽬安)に清掃するように⼼掛

けてください。 

5.2.2 点⽕プラグの点検・調整 
① プラグレンチで点⽕プラグを外し、電極部分Ａにカーボ 

  ンが付着していたらワイヤブラシでこれを除去し、湿りが 

あればこれを拭き取ってください。 

② 中央陶器部にヒビワレ、また電極部分に消耗が認められた 

場合には点⽕プラグを新品と交換してください。 

③ 点⽕プラグの電極隙間Ｂを０.７〜０.８mm に調整してく 

ださい。 

参考︔ 

1) 搭載エンジンはＶ型２気筒です。プラグの点検・交換は２本同時に⾏い、⽚側だけの清掃及び交

換はしないでください。エンジン不調の原因となります。 

2) 締め付け時は、初め⼿で軽くねじ込んでから(ガスケットが座⾯に当たるまで)プラグレンチを使

⽤してください。始めからプラグレンチで締め込むと、ネジ⼭を潰すことがありますので注意し

てください。                                                      〈6.1 仕様 参照〉 

 

 

点⽕プラグの発⽕テストは、シリンダーのプラグ⽳付近で⾏わないでください。引⽕する恐れがあ

り⼤変危険です。 

 

5.2.3 燃料ホースの点検 
 

 

本製品はガソリンを燃料としており、作業中の燃料漏れはもちろん本製品の傍でのくわえたばこや

焚き⽕等は引⽕する恐れがあり⼤変危険です。 
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① 燃料ホースなどのゴム製品は、使わなくても劣化します。 

② 締め付けバンドと共に３年毎、または傷んだ時には新品と交換

してください。 

③ ホース類や締付けバンドが緩んだり、傷んだりしていないか

常に注意してください。 

④ 交換時、ホース内にホコリやチリが⼊らないように注意してく

ださい。 

 

5.2.4 燃料フィルタの点検 
燃料フィルタは燃料漏れ、劣化、⽬詰まりがないか始業前に点検し、シーズン毎もしくは必要に応じ

て早めに交換してください。これの分解・清掃はできません。交換時には挿⼊⽅向に注意してください。

詳しくは販売店までお尋ねください。 

5.2.5 エンジン冷却系の清掃のしかた 
 

 

1) 各パーツはエンジンが冷えてから取り外し、清掃後は各パーツを全部取り付けないうちは、エン

ジンを始動させないでください。 

2) エンジン冷却系統に草屑等が堆積したまま作業を続けると、オーバヒートの原因となるばかりで

なく、エンジン温度の上昇により、⽕災の原因となります。 

3) 回転中のスクリーンに⼿等を近づけないでください。ケガをする恐れがあります。 

4) 毎回使⽤前にスクリーンガード上に堆積した泥・草屑等の異物を取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 毎回使⽤前にスクリーンガード上に堆積した泥・草屑等の異物を取り除いてください。エア吹きす

る時はシートを⽴てるほうが草屑、ゴミ等が排出されやすくなります。(エンジン不調の原因となり

ますので、⾼圧洗浄機等⽔の使⽤は避けてください。) 

② 同時に HST ファンカバー内外周辺部に堆積した草等も取り除いてください。そのまま使⽤を続ける

と、ＨＳＴオイル温度の上昇により、ＨＳＴ本来の性能が発揮できなくなります。 

③ 作業終了後は、清掃のために取り除いたカバー類は必ず元通りに取り付けておいてください。 

 

 

キャブレタへ 

燃料フィルタ 

燃料コックから 

スクリーンガード HST ファンカバー 
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下記作業は販売店までご依頼ください（有料）。 

1) ブレーキも消耗します。上記の⽅法では調整代が取れない場合には、ブレーキシューの摩耗が考

えられます。また安全のため使⽤時間が１００時間を越えない時点で定期交換をしてください。

交換の際にはＵナット(メック付)、割ピンも同時に交換してください。 

2) ⾛⾏・ナイフベルトも消耗します。異常があれば新品と交換してください。調整は初回１０時間

⽬、以降５０時間運転毎に⾏ってください。 

 

⑦変速レバー(チェンジペダル)調整 

① 変速レバーを中⽴「Ｎ」位置にしてください。 

② 変速レバーに連結されたターンバックルを、ロックナットを緩

め、回して調整します。 

・前進⽅向に微動する場合 

   …ターンバックルをＡ⽅向に回します。 

・後進⽅向に微動する場合 

   …ターンバックルをＢ⽅向に回します。 

③ 調整後はロックナットで確実に固定してください。 

参考︔ 
変速レバー(チェンジペダル)の調整は、ミッションの分解等を⾏った時以外は必要ありません。変

速レバーの位置がガイド表⽰とずれている場合等に調整してください。 
 

⑧ナイフクラッチワイヤ調整 
① 刈⾼調整レバーを下げ、ナイフクラッチレバーが「⼊」の状態 

にしてください。 

 

② 左写真を参考に、ナイフクラッチワイヤのロックナットを緩め 

 アジャストナットで調整してください。 

・ナイフベルトの張りが弱い場合 

   …アジャストナットをＡの⽅向へ… 

・ナイフベルトの張りが強い場合 

   …アジャストナットをＢの⽅向へ… 

③ 調整後はロックナットで確実に固定してください。 

 

参考︔ 

スプリングの伸び「Ｌ」は 

刈⾼が⼀番⾼い位置で、約 L=115mm 

刈⾼が⼀番低い位置で、約 L=120mm です。 

 

A

ターンバックル 

A 

B 

A 
B アジャストナット 

ロックナット 

L 

ロックナット 
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⑨デフロックワイヤ調整 

① 左写真を参考に、デフロックワイヤのロックナットを緩め、ア

ジャストナットで調整し、調整後は確実に作動するか確認してくだ

さい。 

・デフロックされない場合。 

   …アジャストナットをＡの⽅向へ… 

・デフロックが解除されない場合。 

   …アジャストナットをＢの⽅向へ… 

② 調整後はロックナットで確実に固定してください。 

⑩安全スイッチ調整 

① 安全スイッチは、シートブラケット下右側、刈⾼調整レバー根

元、シート下の３箇所にあります。 

② 安全スイッチはスイッチ先端が 3.0〜5.0ｍｍの範囲で押し 

込まれた時に作動するように調整し、ロックナットを締付け、

シートは元の位置に戻しておいてください。 

③ 安全スイッチ先端の動作を確認し、動きが鈍い場合は市販のグ

リーススプレーをスイッチ動作部に薄く塗ってください。改善

されない場合は、安全スイッチを交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)シートに座り刈⾼調整レバーを「移動」に、駐⾞ブレーキペダルもロックしているにも関らずエ

ンジンが始動しない場合には安全スイッチの調整を⾏ってください。安全スイッチ先端が押し過

ぎまたは押し不⾜の場合にはエンジンが始動しません。特に押しすぎた場合にはスイッチ本体が

損傷する恐れもありますので、上図を参考に安全スイッチの調整を⾏ってください。 

2)シート下の安全スイッチは、使⽤条件等により正常に押し込まれない場合があります。 

その場合はシートスイッチステーの⻑⽳で個別に調整を⾏ってください。 

 

 

  

アジャストナット 
A 

B 
ロックナット 

 

 

シートスイッチステーの長穴で個別に調整。  

安全スイッチ ロックナット 
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